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研修報告書

	所　　属　　南山苑3階介護　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　吉田幸平

	期　　間　　平成27年　10月１8日　　10：00～14：00

	出張目的　　介護福祉士現任研修「介護の質を高めるために～日々の介護を見直そう～」

	出 張 先　　青森市　県民福祉プラザ4Ｆ　中研修室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【全体考察】

　青森県介護福祉士会で主催している介護福祉士現任研修に参加。県内各施設から約40名が参加。　

　内容としては、1時間の講義、2時間のグループワークを行った。

　グループワークでは、各施設の現状や問題点など聞くことができ大変興味深かった。また身体拘束に対する取り組みなど様々な事を吸収できたと感じる。今回の事を、個人の知識としてではなく、他スタッフとも共有しこれからのケアに生かしていきたいと感じた。

　

【講義】

テーマ「介護の質をたかめるために」

講師：障害者支援施設　千年園　介護サービス部長　兜森　隆伸

　　身体拘束については、人権擁護の観点と、利用者のＱＯＬを損なう危険性があるとされている。

　生活の質として身体拘束を行う事により①身体的弊害②精神的弊害③社会的弊害がおきるとされている。高齢者では、介護保険指定基準の身体拘束禁止規定がある。障害者では、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害者支援施設の設備及び運営に関する基準がある。

　　身体拘束の具体的行為としては、徘徊しないように車いすやベッド等に体幹や四肢をひも等で縛る。手指の機能を制限するミトン型の手袋等をつける。脱衣やおむつはずしを制限するために、介護衣（つなぎ服）を着せる。行動を落ち着かせるために、抗精神薬を過剰に服用させる。自分の意思で開けることのできない居室等に隔離する。などがある。緊急やむを得ない場合は、切迫性、非代替性、一時性といった3つの用件を満たし、かつ、それらの要件の確認等の手続きが極めて新調に実施されているケースに限られる上、抑制の判断についてはスタッフ個人で行わず施設内で協議し、記録を残す必要がある。

　　虐待については、身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグレスト、経済的虐待がある。身体拘束と虐待は綿密な関係がある。
【考察】

　　身体拘束や虐待についての講義で、身体拘束の定義、症例、緊急やむを得ない場合の対応、虐待の定義についての講義を行った。普段我々が業務を行っている上で馴れからきている虐待など、こちらが気付いていないだけで本人にとっては虐待だと感じることがあるのではないかと考えさせられた。また、他職員の対応についても相互チェックし利用者の気持ちをより考える必要があると感じた。そうすることで施設全体の利用者への対応が向上していくのではないかと考える。
【グループワーク】

　　6人１組でのグループワークを行った。各施設の身体拘束・虐待になるのかもしれないという問題点をあげて、それについての原因、対策をたてて発表を行う。私のグループでは、車椅子での拘束、立ち上がり頻回な利用者に対する言葉掛けについて原因と対策をたてた。

　原因は、それぞれの理由があり個々の生活歴や状態を考慮することで対策をたてて実行する。現在、緊急やむを得ない状態であるため、拘束を行なっている方に対しては拘束時間を徐々に短くするなどの対応をとっていけばどうだろうかということになった。

　

【考察】

　　グループには、介護老人保健施設、グループホーム、児童養護施設の在職者がいたが、各施設職員の話しを聞くと利用者への対応として本人より家族の要望を優先して拘束をしている現状であると感じた。また人員配置の問題から充分な個々への対応を行う事ができないという問題があった。各グループ最後に話し合った結果を発表したが、講師がそれに関するコメントが無かったのが残念である。
